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 所属・職名 幼児保育学科 講師 

専 門 領 域 教育学、社会教育学、生涯学習

論 学 位 称 号 教育学修士．2002(平成14).3 

最 終 学 歴 2006（平成 18）年 3月 
九州大学大学院人間環境学府発達･社会システム専攻（博士課程）単位取得満期退学 

資格・免許等 社会教育主事資格取得 
小学校教諭一種免許状（平16小一種 第0053号） 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

担当科目 

「あすなろう」、「共に学ぶあすなろう（保育）」、「ボランティア入門」、 
「ボランティア活動」、「こどもと環境」、「外書輪講」（以上、全科） 
「環境（指導法を含む）」、「教育実習指導」、「教育実習Ⅱ」、「教育者論」、 
「こどもと自然」、「卒業課題研究Ⅰ」、「卒業課題研究Ⅱ」（以上、幼児保育学科） 
「社会教育課題研究」、「保育内容指導法（環境）」（以上、西九州大学兼担） 
 

教育方法の実践例 
 
教材の開発 
 
教育改善活動等 

１ 教育方法の実践例 
・現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）「県内全短大連携による幼児期から

の環境教育―地域の特色を活かした環境学習に貢献する人材育成プログラム―」共通科

目「こどもと自然」における教育方法の開発（2006(平成18)年 4月～現在） 
・社会教育施設におけるフィールドワーク（実習）をもとにした実践知の修得と授業報告

書作成を通したふりかえりによる「反省的実践力」の育成（2007(平成 19)年 4 月～現

在） 
・平成 20 年度戦略的大学連携支援事業「知の拠点として地域をリードする大学間教育ネ

ットワーク推進事業」同期型遠隔授業科目「ボランティア入門」における教材及び教育

方法の開発（2009(平成21)年 4月～現在） 
・現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）「県内全短大連携による幼児期から

の環境教育―地域の特色を活かした環境学習に貢献する人材育成プログラム―」におけ

る「こどもと環境（全科）」における教育方法の開発（2009(平成 21)年 4月～現在） 
・平成 21 年度佐賀大学教員免許状更新講習（インターネット講習）「教員のための環境

教育(初等教育編)」（幼児期としての環境教育）における遠隔型授業教材及び教育方法

の開発（2009(平成21)年 7月～現在） 
 
２ 作成した教科書・教材 
・南里悦史編著『教育と生活の論理―子どもの生活力とおとなの教育力―』（共著）光生

館，2008(平成 20)年11月 
・平成 21 年度佐賀大学教員免許状更新講習（インターネット講習）「教員のための環境

教育(初等教育編)」（幼児期としての環境教育）（2009(平成21)年 7月～現在） 
・南里悦史・上野景三・井上豊久・緒方泉共編著『子どもの生活体験学習をデザインす

る』（共著）光生館，（2010(平成22) 1月） 
・正平辰男・永田誠・相戸晴子共著『子どもの育ちと生活体験の輝き―これまでの通学合

宿 これからの通学合宿―』（共著）あいり出版，（2010(平成 22) 7月） 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

 



研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

《 平成１８年度～平成２２年度 》 

著  書  ・  学  術  論  文  等  の  名  称 単著・ 
共著の別 

発行所・発表雑誌等 
又は発表学会等の名称 

発行又は 
発表の年月 

Ⅰ． 著書 
1 子ども白書2007子どもの希望を育むアイデアの結晶

―“美しい国”の悲惨の中で 
 
 
2 教育と生活の論理―子どもの生活力とおとなの教育

力― 
3 子どもの生活体験学習をデザインする 
 
 
4 子どもの育ちと生活体験の輝き―これまでの通学合

宿 これからの通学合宿― 
 
Ⅱ．学術論文 
（論文） 
1 子どもの日常生活における生活体験と学力の関係に

関する研究（その２）―庄内小・中学校における調

査結果から― 
2 子どもの日常生活における生活体験と学力の関係に

関する研究（その３）―庄内小学校における 3年間

の調査結果をもとに― 
3 佐賀短期大学における学生のボランティア活動の現

状と課題（その１）―平成20年度「ボランティア

活動に関する実態調査」の結果から― 
4 「2年生が1年生に教える」「1年生が 2年生に学

ぶ」教授法の意義について 
5 地域との協同による人材養成プログラムの開発に向

けた短期大学における役割・機能に関する研究（そ

の１） 
（研究ノート） 
6 保育者養成教育に関する一考察―理論的な卒業研究

指導を中心として―  
7 保育者を目指す学生と子育て支援―「親子いきいき

広場」の教育効果― 
（資料） 
8 幼児保育学科理論系「卒業演習」の学習指導におけ

る諸問題；担当教員によるファカルティ･ディベロ

ップメントの取り組み 
（報告書） 
9 Ⅰ－２子どもの現代的発達と生活過程分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 Ⅰ－３幼児の発達と子育てに関する課題 
 

 
共著 
 
 
 
共著 
 
共著 
 
 
共著 
 
 
 
 
共著 
 
 
単著 
 
 
共著 
 
 
共著 
 
共著 
 
 
 
共著 
 
共著 
 
 
共著 
 
 
 
単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単著 
 

 
草土文化，P176～P177，日

本子どもを守る会編（子

ども白書 2007編集委員

会） 
光生館，南里悦史編著 
 
光生館，南里悦史・上野

景三・井上豊久・緒方泉

共編著 
あいり出版，正平辰男・

永田誠・相戸晴子共著 
 
 
 
日本生活体験学習学会学

会誌『生活体験学習研

究』第８号，2007年 
日本生活体験学習学会学

会誌『生活体験学習研

究』第 10号，2009年 
西九州大学短期大学部紀

要第 40号，2009年 
 
西九州大学短期大学部紀

要第 40号，2009年 
西九州大学短期大学部紀

要第 41号，2010年 
 
 
佐賀短期大学紀要第38
号，2008年 
同上 
 
 
佐賀短期大学紀要第38
号，2008年 
 
 
『幼児・学童期の家庭・地

域における生活過程分析と

大人の教育的役割について

の研究』平成17～18年度日

本学術振興会研究費補助金

（基盤研究Ｃ(1)）研究代表

者：南里悦史（課題番号

17530578）平成 18年度研究

成果報告書 
同上 
 

 
2007(平成 19)
年 7月 
 
 
2008(平成 20)
年11月 
2010(平成 22)
年 1月 
 
2010(平成 22)
年 7月 
 
 
 
2008(平成 20)
年 2月 
 
2010(平成 22)
年 1月 
 
2010(平成 22)
年 3月 
 
2010(平成 22)
年 3月 
2011(平成

23)年3月
（刊行予定） 
 
 
2008(平成 20)
年 3月 
2008(平成 20)
年 3月 
 
2008(平成 20)
年 3月 
 
 
2007(平成 19)
年 3月 
 
 
 
 
 
 
 
 
2007(平成 19)
年 3月 



11 Ⅱ－１－（3）幼児の生活の自立をつくる親の日常

生活と教育的役割 
12 Ⅱ－２－（3）学童期の生活技能と生活意欲の相関 
 
13 Ⅱ－３－（2）学童期の子どもをもつ保護者の子ど

も観と教育的役割 
 
Ⅲ．学会発表 
1 幼児の生活の自立をつくる親と保育者の教育的役割

に関する研究 
2 子どもの日常生活における生活体験と学力の関係に

関する研究（その２） 
 
 
3 子どもの日常生活における生活体験と学力の関係に

関する研究（その３）―庄内小学校における３年間

の調査結果をもとに― 
 
4 子どもの育ちと地域をつなぐ学校支援活動に関する

考察 
 
Ⅳ．その他 
（研究動向） 
1 2005年社会教育研究の動向 
 
（報告） 
2 公開フォーラム報告 フィンランドに学ぶ教育と学

力 
 

単著 
 
単著 
 
単著 
 
 
 
単独 
 
共同 
 
 
 
単独 
 
 
 
単独 
 
 
 
 
共同 
 
 
単著 
 

同上 
 
同上 
 
同上 
 
 
 
日本社会教育学会第53回
大会（於 福島大学） 
日本生活体験学習学会第8
回研究大会佐賀大会（於 

佐賀県立生涯学習センタ

ー アバンセ） 
日本生活体験学習学会第

10回研究大会大分大会

（於 大分大学） 
 
日本生活体験学習学会第

12回研究大会（於 福岡

教育大学） 
 
 
日本社会教育学会紀要

No.42，2006年度 
 
日本生活体験学習学会学

会誌『生活体験学習研

究』第 11号，2010年 
 

2007(平成 19)
年 3月 
2007(平成 19)
年 3月 
2007(平成 19)
年 3月 
 
 
2006(平成 18) 
年 9月 
2007(平成 19)
年 2月 
 
 
2009(平成 21)
年 1月 
 
 
2011(平成 23)
年 1月 
 
 
 
2006(平成 18) 
年 6月 
 
2011(平成 23)
年 1月 
 

研究助成等 

・ 平成 20年度永原学園教育研究助成金「特色ある教育研究」「子どもの学力と生活体験

の関連に関する実証的研究」（研究代表者：永田誠） 
・ 平成 22年度永原学園教育研究助成金「特色ある教育研究」「佐賀県における地域子育

て支援のネットワーク形成に関する研究」（研究代表者：永田誠） 
・ 平成 21年度（2009年度）健康福祉教育研究「「実践の知」としての「子ども学」の構

築―21 世紀社会における子どもと子育てについての総合的研究」（研究代表者：香川

せつ子） 

学  会  及  び  社  会  に  お  け  る  活  動  等 

＜学会活動＞ 
日本生活体験学習学会（平成20年 4月～現在；学会理事（事務局次長））、九州教育学会、 
日本社会教育学会、日本環境教育学会 

 
＜社会的活動＞ 

・ 佐賀県子どもの生活リズム向上実行委員会委員・副議長（平成 18年10月～平成19年 3月） 
・ 平成 19 年度社会教育施設調査研究業務企画会議委員（財団法人佐賀県教育文化振興財団）（平成 19

年 7月～平成 20年 2月） 
・ 平成 20年度佐賀県生涯学習研究開発委員（佐賀県立生涯学習センター アバンセ）（平成 20年 4月

～平成 21年 3月） 
・ 「第 5 次伊万里市総合計画」専門調査員及び総合計画審議会委員（伊万里市）（平成 20 年 4 月～平

成21年 6月） 
・ 平成 20年度佐賀県学びあい・支えあい活性化運営協議会委員（佐賀県教育庁）（平成 20年 6月～平

成21年 3月） 
・ 男女共同参画に関する佐賀市職員意識調査委員（佐賀市男女共同参画課）（平成 20 年 7 月～平成 21



年 3月） 
・ 平成 20 年度生涯学習基礎データ調査研究委員会委員（佐賀県立生涯学習センター アバンセ）（平

成21年 1月～平成 21年3月） 
・ 平成 21年度佐賀県学校地域連携運営協議会委員・副委員長（佐賀県教育庁）（平成 21年 7月～平成

22年 3月） 
・ 平成 21年度佐賀県生涯学習研究開発委員（佐賀県立生涯学習センター アバンセ）（平成 21年 8月

～平成 22年 3月） 
・ 第62回優良公民館表彰審査委員会委員（佐賀県教育庁）（平成21年8月） 
・ 平成 21 年度生涯学習基礎データ調査研究委員会委員（佐賀県立生涯学習センター アバンセ）（平

成21年 9月～平成 22年3月） 
・ 男女共同参画に関する佐賀市民意識調査委員（佐賀市男女共同参画課）（平成 21年 5月～平成 22年

3月） 
・ 市民活動プラザに関する調査研究事業専門委員（佐賀市市民活動センター）（平成 21年 11月～平成

22年 3月） 
・ 佐賀市男女共同参画審議会委員・副委員長（佐賀市男女共同参画課）（平成 22年 7月～平成 24年 6

月） 
・ 佐賀市市民活動プラザ運営委員会委員（佐賀市市民活動推進課）（平成22年 7月～平成 23年3月） 
・ 平成 22 年度生涯学習基礎データ調査研究委員会委員（佐賀県立生涯学習センター アバンセ）（平

成22年 7月～平成 23年3月） 
・ 平成 22 年度生涯学習基礎データ調査研究委員会ワーキンググループ委員・委員長（佐賀県立生涯学

習センター アバンセ）（平成 22年 8月～平成23年3月） 
・ 平成 22年度佐賀県学校地域連携運営協議会委員（佐賀県教育庁）（平成22年8月～平成23年 3月） 
・ 第63回優良公民館表彰審査委員会委員（佐賀県教育庁）（平成22年8月） 

 
 


